
○意見等の概要と町の考え方 

お寄せいただいたご意見の概要と、それに対する町の考え方は、以下のとおりです。 

番

号 

 

案 件 

 

意見等 

 

町の考え方 

 

１ 

 

南知多町障が

い者計画・第５

期障がい福祉計

画・第１期障が

い児福祉計画

（案） 

 

ヘルプカードの配布においては、早期実施をお願い

したいです。又障がいのある方・家族への周知そして

一般の方々への周知正しい理解を望みます。 

 

 

 

 

移動支援事業所を増やして頂きたいです。（町内１

か所の現状ですので） 

 

 

 

福祉課さん、事業者の方々が真摯に障がい者計画等

考えてくださっていることがわかりありがたいです。 

 

ヘルプカードは、当事者の方が安心して生活できる

こと及び地域の障がいへの理解の推進ができるひとつ

の有効な手段として考えていますので早期実施に向け

て取り組んでまいります。 

なお、関係経費については 30年度当初予算（案）に

計上しております。 

 

サービス提供事業者や相談支援事業所と連携を図り

つつ必要なサービス量の確保に努めていきます。 

また、町内事業所などの新規参入や事業拡大に働き

かけを行っていきます。 

 

ご意見ありがとうございます。今後も、みなさんの

ご意見を賜りながら障がい福祉の施策を進めてまいり

ます。 



 

番

号 

 

案 件 

 

意見等 

 

町の考え方 

 

２ 

 

南知多町障が

い者計画・第５

期障がい福祉計

画・第１期障が

い児福祉計画

（案） 

 

「計画の〇ページ〇行目」とは記せませんがよろし

くお願いします。計画を読ませていただき、今、思う

ことは、やはり人と人とが向き合って「それぞれの立

場からの意見に耳を傾け合える、そんな暖かな「場」

があってこそより良き策が見いだせるのではないか

というところです。「パブコメ」にと母たちからのメ

ールが届きました。本当の想いです。 

 

福祉計画アンケートの答え方がわかりませんでし

た。学齢期の子どもの親達に「介護」の問は必要でし

ょうか。 

 

ご意見ありがとうございます。本計画の策定には、

策定委員会及びアンケート、パブリックコメントなど

様々な方からご意見をいただきながら策定しました。

今後も、みなさんのご意見を賜りながら障がい福祉の

施策を進めてまいります。 

 

 

 

アンケートの回答者によってそれぞれの現状が異な

るため、多くの意見を抽出できるよう様々な状況を想

定し設問を記載させていただきました。今後は、ご意

見を参考にわかりやすいアンケートの作成に努めてま

いります。 

 

 



番

号 

 

案 件 

 

意見等 

 

町の考え方 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南知多町障が

い者計画・第５

期障がい福祉計

画・第１期障が

い児福祉計画

（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町で広く意見をすい上げる集いの開催をと育成会先

輩方に求めましたが「アンケートの後はパブコメで」

と。福祉課さんがふれ交との懇談会を持ってくださっ

た事はありがたかったです。考えて、今後お伝えした

い気持ちになりました。当事者の声を。 

 

 

福祉サービスをいただけ感謝していますが、周知がな

されているかは、全くのギ問です。「不公平」と取れ

る現状が生じていたのは確かです。知る人のみ。 

 

 

福祉計画策定委員会に伺うことができ母達もすばら

しい計画の基本的な考え方、計画の視点など皆で読み

ました。それらにふれ、今回は知らないことばかりで

したがお伝えするという形で記させていただきます。 

３町の親で集うふれあい交流会は、お付き合いの長い

美浜NPO法人チャレンジドさんにて辻代表と３回の

学習会を持たせていただきました。福祉計画を①知ろ

うの会②考えようの会③お伝えしようをまとめる会 

 

 今後もご意見などがあれば、小さなことでも、また、

どんな場面でもよろしいのでいただきたいと存じま

す。 

 

 

 

 

福祉サービスが必要な方に適切に受給できるように周

知に努めてまいります。 

 

 

 

計画について学習会を開いていただきありがとうござ

います。今後も貴重なご意見を聞かせていただきたい

と考えています。 

 

 

 

 

 



 

２ 

 

南知多町障が

い者計画・第５

期障がい福祉計

画・第１期障が

い児福祉計画

（案） 

 

３年後の見直しの時には、さらに計画もお伝えできる

とよいと考えています。 

 

アンケート配布の際「福祉計画とは何か」「アンケー

トの活用の意味」の説明会の開催を希望します。 

（わかれば前向きに取り組める） 

 

 

 

アンケートを記入する前に対象者と福祉課共に「現状

把握」のための懇談会の開催を希望します。 

（人の考え方も聞き、自分のよく考えた回答ができ

る。不安で何も記せなかった） 

 

GOOD でした。個別記入のご助言をいただけ安心で

きた。個別説明会の開催を希望します。 

 

 

 

今後もアンケートを実施する場合には、アンケートの

説明会などを開催します。その際には、計画の趣旨や

アンケートの活用方法についてわかりやすい説明を丁

寧に行ってまいります。 

 

 

今後、計画策定にあたっては、サービス事業者及び障

がい福祉関係団体との事前ヒアリングの実施を検討し

てまいります。 

 

 

今後もアンケートを実施する場合には、アンケートの

説明会などを引き続き開催してまいります。 

 

 

 

 

 

 



 

番

号 

 

案 件 

 

意見等 

 

町の考え方 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南知多町障が

い者計画・第５

期障がい福祉計

画・第１期障が

い児福祉計画

（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート内容（１８歳まで、成人、高齢者を分け

る）（難しい言葉の見直し）見直しを。 

 

 

 

地域での支えあいの推進を読めば当事者と親の声

が伝えられる形を作っていただきたいです。 

自発的活動支援事業等あるのか？学びたい 

集える場話し合える場があれば親達の想いも届く

はずです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見のとおり、わかりやすい答えやすいアンケー

トの実施に努めてまいります。 

 

 

 

地域の方々の自主的な活動は、行政にとって大変重

要な活動であると認識しています。様々な方法で可能

な限り支援を行っていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 

 

南知多町障が

い者計画・第５

期障がい福祉計

画・第１期障が

い児福祉計画

（案） 

 

自立支援協議会の活用が真に生きる様に願ってい

ます。当事者の声がどこにもきこえない、見えてこな

い。支援者側だけで押し進めては相互理解、共通理解

や連携には、つながってこない。 

 

 

働く場についての現状が知らされていない（緩やか

なつながりの中で、障がい者が自分の生きがいを感じ

られる場での安心した暮らしができていくための働

く場の創出を願います。現状把握と１０年後を見据え

た皆で意見交換の場を。 

 

 

今回は、よき学びの場と傍聴に伺い感じました。知

多南部地域各３町の傍聴に伺うことの大切な意味も

福祉課皆様のご苦労もよくわかりました。今後は３年

後の振り返りまでにひとつずつ関心を持ち皆の笑顔

の暮らしにつながる事を願い見つめ、又、思いを今後

もお伝えさせていただきます。親達も学びます。 

よろしくお願い致します。 

ご意見のとおり支援者側からの意見だけでは、障がい

福祉施策を進めることはできません。今後も様々な方

からご意見をいただきながら施策推進に努めてまいり

ます。 

 

 

障がいがあってもなくてもすべての方が社会参加の推

進していくため、雇用や生きがいの創出は大変重要な

ことだと考えています。地域で安心した生活が送れる

よう先を見据えた様々な視点で施策を進めてまいりま

す。 

 

 

今回の計画などについて真剣に考えていただきありが

とうございます。今後も計画の推進に向けて当事者や

地域の方々にご協力をお願いいたします。 

 

 


